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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する。

＜連絡事項＞

・ブドウ糖処方伝票の記入がされていない事があります。記入がないと薬局で補充に来ないため、忘れずに記入をお願いします。

・１階浴室、トッティ－のシャワーボタンがないため、修理伝票を出しています。

＜患者様連絡事項＞

・立花　榮子様～外泊中にご家族様からの希望で、15時に来院され、デルモゾールDP軟膏１本渡しています。

・大里　光子様～腹部に湿疹あり、深澤Ｄｒへ報告しています。オイラックス軟膏が処方となり、隔絶の対応はいらないとの事です。

・種本　サハ様～右目眼球に出血みられており、深澤Ｄｒへ報告しています。レボフロキサシン点眼薬が処方となっています。

・熊野　文吉様～本日10：00、介護老人保健施設南山苑に退院となっています。

· 田島　博様～本日、療養環境変更のため東Ｂユニット→南Ａ101号室へ転入となって

ます。13：00～17：00まで散髪のため、外出されています。

・村舘　ミネ様～本日、本人と洗濯を行っています。7/8（土）に本人と取りこみ等を一緒にお願いします。

・村井　チヤ様～あいわの里リーベの職員が来院され、訪問調査を行っています。

・中堤　光枝様～大姪様が来院され、ＬＴプラン等の説明を行っています。ＬＴプランについてはＣプランを契約し、肌着・下着・靴下は家族洗濯となります。個室利用申し込み用紙については、妹様が保護者のため郵送して記入してもらいます。退院については、家族側は施設、本人は自宅を希望されていて意見が食い違っている為、ご家族様の方で再検討すると話されています。7/8（土）入浴後、脱いだ衣類やコップ、歯ブラシ等をまとめて介護訓練室に置き、大姪様が来院したら返却をお願いします。シンラック１本処方となっています。

＜生駒ＰＳＷより＞

・坂上　忠三郎様～7/19（水）退院前訪問指導を行い、そのまま外泊となります。病棟看護師にも同伴してほしいとの事で、勤務調整の依頼をしていきます。外泊の状態が良ければ、7/24の週に退院予定としていきます。

・三浦　佑子様～南山苑より入所に必要な検査の依頼がきており、対応していきます。南山苑入所受け入れ可能との事ですので、担当スタッフは必要書類の作成をお願いします。

・藤森　悦子様～先日、介護度認定調査を行い非該当となり、その事に対して姉様が不満を持っており、役所等に連絡をしているとの事です。病院に連絡があったら、生駒ＰＳＷが対応するとの事ですが、不在時には病棟スタッフが対応する事になります。

＜要注目患者様＞

・阿部　義一様～バイタルサイン異常なく経過しています。食事は溜め込みあるも、声掛けにてむせ込みなく朝・昼ともに全量摂取されています。痰鳴あり、適宜に吸引を行っています。

・北向　みつる様～MTの定期交換行っています。バイタルサイン異常なく、酸素飽和濃度90～92％で経過していましたが、14：00体温37.5℃、脈拍８１回/分、血圧111/65mmHg、酸素飽和濃度78～86％で、酸素１Lで吸入を開始しています。クーリング施行。呼吸苦症状ないです。田名部Drへ報告し、夕食から食止め、明日胸部X-P検査指示、点滴の指示あり施行しています。

・大里　光子様～腹部の湿疹については掻痒感の訴え聞かれず、日中は穏やかに過ごされています。

・中堤　光枝様～食事の際、スタッフと一緒に配膳促すも、「転んだら困る」等と話し席に座ったまま動こうとせず、スタッフ側で配膳・下膳しています。また、午前のプログラムへの参加促した所、「２階にいたから明日警察が迎えに来る」等妄想様の発言聞かれています。

・佐々木　たま様～バイタルサイン異常なく経過しています。深夜帯に右肩の疼痛訴えていますが、日勤帯は右肩から右前腕まで痛いと話すため、ナパゲルン軟膏で対応しています。食事や移乗の介助時には疼痛の訴えは聞かれていません。

・山下　ヨシ様～バイタルサイン異常なく経過しています。左前額部の内出血ですが、少し広がってきており、本人からも疼痛の訴えが聞かれています。

・日ヶ久保　直志様～9：30血糖315mg/dl。不調の訴えはなく経過しています。日中、排尿・排便確認しています。

・赤坂　耕作様～痰鳴聞かれており、適宜に吸引行っています。日中を通して排尿量が少ないため、様子観察をしていきます。

・成田　武次様～バイタルサイン異常なく、食事は朝・昼とも介助にて全量摂取されています。日中、車椅子やベッドから降りようとする様子は見られていません。

・板垣　蔚城様～昼食時に同室者の食事を盗食するため介入しています。また、立ち歩き見られていますので、今後も転倒に注意していきます。

・木村　留吉様～深夜帯で自室に置いてあったスタンドでドアを叩こうとしたり、大声で叫ぶ事あり介入しています。

・白鳥　キエ様～独語聞かれており、以前、せん妄もあったため、様子観察をしています。日中は臥床され過ごしています。

・中市　正治様～深夜帯に歩いて部屋から出て来て放尿する事がありました。全盲のため転倒に注意していきます。準夜帯・深夜帯で失禁していたため、23時頃にトイレ誘導するか、今度の排泄状況をみて検討お願いします。

・鈴木　吉男様～７月に入り食事摂取量が減っており、6/29～6/6までで-1.3㎏減っています。日中はテーブルに伏せて寝ている事が多く、最近は自らトイレに行く様子もなくリハパンにしているため、レベル低下が考えられます。オムツのプランについて変更検討お願いします。

・ＣＤユニットで体重変動のあった方。

　　　　・小笠原　ウメ様　+2.2㎏

　　　　・日ヶ久保　直志様　+2.7㎏

　　　　・成田　武次様　　-2.5㎏

　　　　・赤坂　耕作様　　体重26.5㎏

　　　　・嶋守　與之様　　-3.2㎏

　　　　・梅内　重美様　　-2.6㎏

　　　　※赤坂様、嶋守様、梅内様の３名は再度体重測定をお願いします。

＜田名部Ｄｒ＞

・成田　武次様～臨時薬が同内容で７日分処方となっています。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・高橋　礼子様～臨時薬が同内容で７日分処方となっています。

・五十嵐　恵子様～フルボキサシン（25）３Ｔ⇒２Ｔへ減薬、２Ｔ×朝・夕　７日分　　　　処方となっています。

＜排便困難者＞

Ａユニット　　・船木　榮子様　：－2日目、センナリド2錠で対応

　　　　　　　・中堤　光枝様　：－2日目、シンラック液15滴で対応

Ｂユニット　　・馬場　清　様　：－3日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・清川　恵　様　：－2日目、シンラック液15滴で対応

　　　　　　　・坂上　忠三郎様：－2日目、センナリド２錠で対応

ＣＤユニット　・母良田　幸子様：－3日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・赤坂　こと様　：－2日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・北野　はるゑ様：－4日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・阿部　久雄様　：－2日目、シンラック液15滴で対応

　　　　　　　・中市　正治様　：－3日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・白鳥　キエ様　：－3日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・鈴木　吉男様　：－5日目、主治医へ報告。センナリド２錠で対応。

　　　　　　　・成田　武次様　：－2日目、主治医へ報告。センナリド２錠で対応。

　　　　　　　・赤坂　耕作様　：－2日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・是川　次友様　：－2日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・佐々木　たま様：－2日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・田中　ツサ様　：－2日目、センナリド２錠で対応

　　　　　　　・沢田　三郎様　：－2日目、主治医へ報告し経過観察。

              ・梅内　重美様　：－5日目、センナリド２錠で対応

＜退院支援＞

・赤坂　こと様～南部町のグループホーム入所不可だったため、南山苑入所の申し込みを進めていきます。

・沢田　三郎様～7/5施設申し込み状況を家族に確認し、リハビリパークへの申し込みを促しています。

・吹越　勇一様～介護認定調査を実施しており、7/5時点でまだ結果は届いていないとの事です。

・梅内　重美様～奥様より、オリーブ入所申し込みのため用紙の記入の依頼があり、ＰＳＷに依頼しています。また、オリーブへの入所が厳しい場合にはみちのく記念病院への転院を検討しているとの事です。

＜転入患者様情報＞

田島　博（79）男性

主病名：アルツハイマー型認知症 

合併症：脳出血後遺症、症候性てんかん、心房細動、慢性心不全 

主治医：伊藤Ｄｒ　担当：本川Ｎｓ・大久保ＣＷ　　キーパーソン：田島　幸子様（長女）

ユニット：南Ｂ101号室　　食事：常食　　　　　　義歯：上下入れ歯　　

排泄：自立　　睡眠：良好　　買い物カード：なし　　

ＬＴ：Ｃプラン・オムツなし　　　体交：不要　

経過

H26年頃から記憶力の低下や言動の変化を認め、認知症と診断されていた。H28年11月に右被殻出血に罹患し、軽度の感覚性失語や軽度の左半身運動障害などが残った。H29年4月には症候性てんかんを発症し、五戸総合病院でフォローされていた。若い頃から昼夜問わず飲酒していたが、飲酒しても大人しかった。H28年頃から酩酊時に被刺激性亢進や自己中心的な言動がみられるようになり、酒席でトラブルを起こすようになった。H29年春には酩酊時に妻への暴言や暴力も出現。H29.6.14当院を初診し、アルコール解毒治療及び環境調整目的で同日当院1回目の医療保護入院となる。H29.6.19心筋梗塞の疑いで八戸赤十字病院へ転院となったが、精査で問題なく、H29.6.20当院へ転院となり当院2回目の医療保護入院。

備考：

・介護保険：6/5に介護認定調査をしているが、介護度がつかない可能性あり。

・老齢年金：約13万円/2ヶ月

・担当ケアマネ：なし 

・退院後について、断酒の意思確認と暴力行為があった経緯も踏まえ、施設入所も視野に入れ検討していく。

⇒退院先について家族は介護サービスを利用した施設入所を希望。

